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熊
の
お
知

』ゝ
磋

歴
史
あ
ふ
れ
る
街
、

「
穆
賀
、
循
誘
」
。

循
誘
で
は
情
緒
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
本
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句

・
川

柳
二

行
詩
の
作
滉
を
慕
集
し
よ
す
。

鳥
募
作
品
は
す
べ
て
を
手
作
り
の
短
冊
に
し
て

「
紘
賀
城
下
ひ
な
ま

つ
り
」
の
期
間
中
、
会
場

月
４
の
ま
ち
な
み
に
飾
り
、
循
誘
の
本
を
彩
り

ま
す
。
皆
様
の
夕
数
の
ご
走
慕
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。
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雉
鰤
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鰺
鱚
頸
　
　
一

部
門
…
俳
句
・川
柳
・
一
行
詩
の
三
部
門

Ａ
…
小
学
生
（五
、六
年
Ｙ

中
学
生
の
部

Ｂ
…

一
般
（高
校
生
以
上
）
の
部

テ
ー
マ春
を
感
じ
る
も
の

口

　

　

　

　

　

一
・

応
募
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
循
誘
公
民
館

へ
持
参
す
る
か
、

葉
書
に
、
住
所
。氏
名
。年
齢
。電
話
番
号

部
門
名
。作
品
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
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掌警舞1

熙
晰
幽
令
和
三
年

一
月
十
五
日
（金
）
当
日
消
印
有
効
。

閣
闇
幽
天
賞
・地
賞
・人
賞
・
入
選
五
点
（各
部
門
計
四
十
八
点
）

闇
幽
幽

二
月
中
旬
、
各
受
賞
者
に
通
知
し
、

二
月
二
十
七
日
（土
）に
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

〒
八
四
〇
―
〇
八
二
一　
佐
賀
市
東
佐
賀
町
十
二
番
二
号

（佐
賀
市
立
循
誘
公
民
館
内
）

春
の
じ
ゅ
ん
ゆ
う
文
芸
賞
実
行
委
員
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
九
五
二
】
≡
一―
三
七
五
九

‘

主
催
　
循
誘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
管
　
第
十
七
回

春
の
じ
ゅ
ん
ゆ
う
文
芸
賞
実
行
委
員
会

後
援
　
佐
賀
県
・佐
賀
市
・佐
賀
市
教
育
委
員
会

（
一
社
）
佐
賀
市
観
光
協
会

が
，
ｔ

ｒ
午
畿

事 二

‐
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用
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□ □ □
一 ,11俳

行

詩 柳 句

□
俳

　

句

□

川

　

柳

□

一
行

詩

□
俳

　

句

□

川

　

柳

□

一
行

詩

◇
作
品
テ
■
マ
…
春
を
感

じ
る
も
の

《
施
慕

の
注
意
事
項

》

①
楷
言
で
ご
記
入

い
た
だ
き
、
漢
字
に
は
叉
ず
ふ
り
が
な
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
お

一
人
、
た
泉
用
紙

一
枚
、
最
大
三
句
ま
で
施
泉
で
き
ま
す
。

③
俳
句

。
川
柳

。
一
行
詩
の
、
ど
の
部
門
か
□
に
チ
ェ
ッ
ク
「
レ
」
を
し
て
く
だ
さ
い

◇
対

　

象

◇
電
話
悉
号

◇
人

　

名

◇

かヽ
り
が
な

◇
住

　

所

※
人
・Ｂ
ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け
（
　

）
の
十
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
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）年

・中
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校
生
以
上

（

）年
）歳
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